
問に見られた遊びとホモセクシュアル交渉.
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生理研究部門

目片文夫 ･林 基治 ･野崎沢滋 ･

安倍 博 ･滑水慶子

研究概要

A)血管平滑筋細胞膜の電気生理学的研究

目片文夫

i)バッチクランプ法による平滑筋細胞膜の単

-イオン-チャンネル電流の熱力学的析

u)心筋と冠状血管平滑筋との電気的相互作用

B)霊長栢脳内生理活性物質

一分布特性と個体発達一

林 基治 ･約水慶子

i)神経栄養因子の1つであるBDNFの迫伝子

発現を成熟マカタサル中枢神経系で調べた｡

BDNFmRNAは.大脳皮質.梅馬,小脳.

祝辞.脊髄等において1.6kbと4.Okbの2本の

バンドとして発現していた｡

ii)老齢マカクサルの大脳皮質においてソマト

スタチンの変性した細胞を兄いだした｡更に

小脳のプルキニエ細胞のGABA塁が著しく低

下していた｡現在BDNF退伝子発現との関連

性を検討している｡

C)ニホンザルの季節繁殖と甲状腺の機能連関

野崎涙起

こホンザルの季節繋矧 こおける甲状腺の関与を

調べるため繁殖期に甲状腺を摘除した｡甲状腺除

去後月経周期がすみやかに停止したことから.甲

状腺ホルモンはニホンザルの季節繁殖リズムの発

現に促進的に関与していることが示唆された｡

D)ニホンザルの加齢と性腺機能

野崎真澄

20才以上の老齢メスを対象に,加齢に伴う性腺

械能の変化を血中ホルモン動態より解析した｡そ

の結果,20才台前半で妊牢性を消失しているサル

でも卯放牧能は比較的よく維持されていること,

典型的な閉経症状は20才台後半になって始めて現

れることなどがわかった｡

E)霊長矧 こおけるサーカディアンリズム調節機

棉 (体内時計)についての研究

安倍 博

!芝長頬におけるサーカディアンリズム (概日リ

ズム)について,その生理的行動的指掛 こおける

特性.環境同調因子.および脳におけるサーカディ

アン振動休捜柄 (いわゆる体内時計)について.

リズム発矧 こ関わる部位.リズムの明暗サイクル

への同調のメカニズム.それらに関わる神経伝達

物質の同定などについて調べていく.

F)分娩発来機構に関する研究

清水慶子

ニホンザルの分娩発采にリラキシンがどのよう

に関与しているかを知るために.妊娠末期のサル

の子宮頚管を熱化させ.血中リラキシソおよび生

殖関連ホルモン動態を調べた｡その結果,リラ牛

シソは,分娩時に大きな変化はなく,頚管への直

接的な関与はないことが示唆された｡

7)大型頬入校の尿中ホルモン動態

柄水慶子 ･野崎兵澄 ･光永総子

非侵墳的かつ怖灰に大型珊人位の排卵予知,妊

娠判定を行なうために.尿中の生殖関連ホルモン

の測定を行なった｡結果は現在解析中である｡
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8(2):208.
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6)野崎長澄(1992):ニホンザルの加齢と性腺機

能.第37匝げ リマ-テス研究会 (犬山.1992
年12月12日).

7)野崎虎澄(1993):ニホンザルの繋栢特性.節8
3匝l家畜繁殖学会シンポジウム (東京,1993
年 3月29日).

8)清水慶子 ･野崎真澄(1992):妊娠ザルにおけ

るプロスタグランディンE2ゲル誠管内投与

の効果.第8回日本霊長類学会大会.霊長頬

研究,8(2):208.
9)治水慶子(1992):ニホンザルによる拾苔の現

状とIUDによる対策について.第114回日本

獣医学会.ワークショップⅠ野生動物と獣医

学.講演要旨集20.
10)山下晶子 ･林 基治 (1992):発達期の霊長頬

小脳プルキンエ細胞ではペプチドからGABA

へと活性物質が変化する.第25回日本発生生

物学会大会.講演要旨集113.

ll)山下晶子 ･林 基治 (1992):霊長類小脳の発

達と老化 :γ-アミノ酪酸 (GABA)とソマ

トスタチンの免疫組織化学.第38匝l生理学中

部談話会.予稿集34.

12)光永組子 ･野崎真澄 ･滑水慶子(1992):授乳

ニホンザルの性行動と性腺機能.節8回日本

霊長類学会大会.霊長類研究,8(2):209.
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杉山事丸,野崎沢滋.待四呂二.目上桝司,

l̂yGaspnrdSoumElh.佐缶 続,竹中

憎 く1992):GTジヌクレオチド多型胴析法に

よるニホンザルの父子判定 :放飼グループに

おけるオスの年齢 ･帽比変化と子桝数.El木

動物行動学全卵11回大会 (筑波).

生化学研究部門

竹巾 修 ･ft山 節 ･中村 仲 ･浅岡一雄

研究概要

A)DN^多型解析による霊長頬の父子判定

井上美穂')･川本咲江2)･竹中 修

チンパンジーおよびニホンザルのゲノム中のG

T縦列反視配列の塩基配列からPCR法のための

プライマーをデザインし個体識別法を開発した｡

この方法を三和科学研究所のチンパンジー緊頼群

に応用し49頭の子供の父親を決定した｡その結凪

1)オスの順位と子供の数には相関が推測されるが

さらにデータが必要であること,2)チンパンジー

にもオスとメスとの永続的なペアー関係はない.

3)オスは9-10才から子供を残している,等が明

らかになった｡またギニアのポッソーの野生チン

パンジーでは,群れ外オスが子供を残している例

が発見された｡ニホンザルでは寺島群で糞表面に

付著した細胞を試料として分析を進めているo

T3)マカカ属のグロビン退伝子

竹中晃子3)･竹中 値

域基配列を決定したカニクイザルのαグロビン

迫信子領域9kb中に発見されたプロセスト退伝

子は.カニクイザルは10-20%,7カゲサルは約

35%の頻度であるが,ニホンザルでは殆ど兄いだ

されない｡このプロセスト退伝子はほとんどの霊

長甥で位置は異なるが,ゲノム中に挿入されてい

ることも明らかになった｡

C)サブトラクション法による脳発現遺伝子探索

白石陽子一)･竹中 修

訳なった組織で発現されている退伝子をcDN

Aとした後にサブトラクションし,残った退伝子

のqA基配列決定により,各組織での特異発現池伝

子の探索が可能である｡この方法を応用し.マカ

1)非常勤訊師､現動物iB伝研究所 2)技術和佐艮

3)研修El､名古P_文理短大 4)大学院生

クの脳の部位別特異発現逝伝子の探索を始めた｡

いくつかの地伝子のクローニングに成功し塩基配

列を決定解析中である｡なおこの方法は,発達 ･

老化に仲う発現迫伝子の変化等応用範囲は広い｡

D)アスパラギン恨プロテアーゼの構造 ･機能 ･

iu化

景山 節

ペプシン,カテプシンD.カテプシンEの生理

活性ペプチドに対する分相 乍用について調べた｡

これらのうちカテプシンEが.サブスタンスP,
ニューロキニンAなどのタキキニンペプチ ドに.

特異的かっ非常に強い分防活性を示した｡カテプ

シンEは胃腸,瞬脱などの平洞肪をもっ組級.胸

腺.肺臓などの免疫関係組鰍 こ分布していた｡こ

の分布はタキキニンおよびその受容休の分布とよ

く一致し,Eが生理的に虫要な役割を担っている

と予想された｡

E)霊長頬の止血 ･免疫械梢

中村 伸

血液凝B]系の開始因子 ･組織因子(TF)の構造一

機能相関を明らかにする一項として,TF分子内

のⅤⅠⅠ/VIIa因子結合部位を解析した｡また.TF
の生理的意我を追究する目的で.血中TFの高感

度測定と性状ならびにDHRにおけるTF発現の意

義について検討した｡TFに関する細胞生物化学

的な研究として.マクロファージ細胞表面でのT

Fの発現調節機序について検討した｡

ニホンザルの花粉症の主要因であるIgE抗体に

対する特剤 勺サンドイッチELISAを検討 し､pg/

mlのIgEが測定可能な高感度ELISAを確立 した｡

この高感度ELISAを活用して.寄生虫感染とIgE
抗体産生応答ならびに花粉アレルギーとの関連を

検討した｡

F)原猿における霊長頬特異酵素の研究

浅岡一雄

霊長類で特異的に出現,消失するアシルCoA薬

物代謝鮮魚 尿酸酸化酵素,ビタミンC合成酵素

などの発現扱柄を研究した｡特にアフリカ周辺地

域での各種の原損を比較研究するためケニ7国立

博物館霞長研研究所およびマダガスカル国立チソ

バザザ動植物公図に出向き研究を進めている｡

総 説

一和文-

1) 竹中 修 (1992):ヘモグロビンの誠化.新生
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